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保険診療のてびき
六君子湯の作用機構
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３面

４面

６面

　

先
日
11
月
８
日

は
言
わ
ず
と
知
れ

た
〝
い
い
歯
〞
の

日
。
入
れ
歯
デ
ー

か
ら
こ
の
間
、
歯

科
分
野
で
の
取
り
組
み
が
活
発

に
行
わ
れ
た
。
特
に
学
校
歯
科

健
診
の
実
態
を
ま
と
め
た
書
籍

『
口
か
ら
見
え
る
貧
困　

健
康

格
差
の
解
消
を
目
指
し
て
』
は

出
色
の
出
来
栄
え
で
あ
る
。
厳

し
い
現
実
を
報
告
し
、
そ
れ
ら

の
解
消
に
向
け
た
提
言
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
る
▼
医
科
歯
科
の

連
携
が
進
め
ら
れ
、
歯
科
疾
患

と
全
身
状
態
と
の
関
連
が
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
で
話
題
に
な
っ

て
い
る
。
口
腔
内
環
境
と
誤
嚥

性
肺
炎
、
か
み
合
わ
せ
と
認
知

症
、
転
倒
。
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
と
全
身
と
の
関
係
等
々
。
こ

の
間
の
現
場
の
取
り
組
み
、
運

動
が
少
し
ず
つ
実
を
つ
け
始
め

た
よ
う
だ
▼
わ
が
身
に
も
フ
レ

イ
ル
状
態
が
忍
び
寄
る
。
往
診

時
に
床
か
ら
立
ち
上
が
る
の
が

つ
ら
く
な
る
。
左
右
の
目
で
視

野
の
明
る
さ
が
わ
ず
か
に
異
な

る
。
歯
茎
が
痩
せ
て
き
た
、
昨

年
歯
が
割
れ
た
。
加
え
て
血
圧

も
…
…
団
塊
の
世
代
で
は
な
い

が
こ
れ
か
ら
医
療
費
が
ま
す
ま

す
高
く
つ
き
そ
う
だ
▼
来
年
は

診
療
報
酬
、
介
護
報
酬
の
同
時

改
定
が
行
わ
れ
る
。
財
務
省
は

い
ろ
い
ろ
な
手
段
を
用
い
て
医

療
費
削
減
に
躍
起
に
な
っ
て
い

る
。
加
齢
に
従
い
身
体
に
様
々

な
故
障
が
増
え
る
の
は
当
然
の

こ
と
。
こ
れ
を
悪
用
し
て
、
国

に
も
若
い
世
代
に
も
負
担
を
負

わ
せ
て
い
る
と
攻
撃
の
的
に
す

る
。
こ
れ
ま
で
は
高
齢
者
の
こ

と
と
ど
こ
か
他
人
事
だ
っ
た

が
、
わ
が
身
の
こ
と
と
な
る
と

身
に
つ
ま
さ
れ
る
▼
普
通
に
生

活
し
、
健
康
管
理
、
疾
病
治
療

が
で
き
る
よ
う
な
窓
口
負
担
の

軽
減
。
安
心
・
安
全
の
医
療
の

提
供
を
保
証
す
る
診
療
報
酬
の

大
幅
引
き
上
げ
が
ど
う
し
て
も

必
要
に
な
っ
て
く
る
。 

（
無
）

図　診療報酬本体と賃金・物価の動向（2012年度＝100）

第92回評議員会第92回評議員会（臨時（決算）総会・第40回共済制度委員会）（臨時（決算）総会・第40回共済制度委員会）

兵庫県保険医協会

11月19日（日）13時～　協会５階会議室
・13時～　第92回評議員会　　・14時30分～　臨時（決算）総会

・14時50分～　第40回共済制度委員会・特別報告
「これからの金融情勢を読み解く」
　富国生命保険相互会社取締役常務執行役員　櫻井　祐記氏
・16時00分～ 特別講演
「国家戦略特区の正体」
　立教大学経済学部教授　郭　洋春氏（写真下）

（写真上）

【かく　やんちゅん】1959年生まれ。法政大学経済学部卒。立教
大学経済学研究科博士課程満期退学。専門は開発経済学。著書に
『国家戦略特区の正体　外資に売られる日本』『現代アジア経済
論』『TPP　すぐそこに迫る亡国の罠』ほか

11月16日　子どもの口腔崩壊
11月23日　超高齢化社会における歯科の役割
11月30日　保団連歯科技工アンケート

「医療知ろう！」放送中!!「医療知ろう！」放送中!!

ラジオ関西番組出演　ラジオ関西番組出演　毎週木曜19時25分～毎週木曜19時25分～

AM558kHz／1395kHz（但馬放送局）
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財務省 診療報酬▲2.5％超を主張
　

来
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、
財
務
大
臣
の
諮
問
機
関

で
あ
る
財
政
制
度
等
審
議
会
で
10
月
25
日
、
財
務
省
は
「
２
％

半
ば
以
上
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
が
必
要
」
と
の
方
針
を
明
ら
か
に

し
た
。
国
民
に
必
要
か
つ
十
分
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
に

も
、
こ
の
よ
う
な
路
線
は
決
し
て
容
認
で
き
な
い
。
財
務
省
の

一
面
的
、
誘
導
的
な
理
論
展
開
と
そ
の
矛
盾
点
を
解
説
す
る
。

　

財
務
省
は
、
診
療
報
酬
に
つ

い
て
「
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
対
す

る
公
定
価
格
で
あ
る
た
め
、
医

療
機
関
か
ら
見
れ
ば
収
入
と
な

る
も
の
で
あ
る
一
方
、
国
民
か

ら
見
れ
ば
受
診
に
か
か
る
『
料

金
』
に
相
当
す
る
。
ま
た
、
そ

の
総
額
で
あ
る
『
医
療
費
』

は
、
国
民
の
保
険
料
・
税
・
自

己
負
担
で
賄
わ
れ
る
こ
と
と
な

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
確
か
に

文
言
ど
お
り
で
あ
る
が
、
診
療

報
酬
を
患
者
・
国
民
の
費
用
負

担
と
単
純
に
結
び
付
け
、
そ
の

本
質
を
覆
い
隠
す
も
の
で
あ
る

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

診
療
報
酬
は
、
単
な
る
サ
ー

ビ
ス
や
商
品
の
取
引
単
価
で
は

な
い
。
国
民
が
受
け
ら
れ
る
医

療
の
範
囲
や
量
を
国
家
が
定
め

る
も
の
で
あ
り
、
医
療
の
質
を

左
右
す
る
だ
け
で
な
く
、
医
療

機
関
の
経
営
方
針
や
そ
の
存

続
、
ひ
い
て
は
地
域
医
療
の
提

供
体
制
す
ら
変
え
て
し
ま
う
も

の
で
あ
る
。
そ
の
点
数
設
定
や

保
険
収
載
の
可
否
に
よ
っ
て

は
、
国
民
に
必
要
な
医
療
が
提

供
さ
れ
ず
、
そ
の
安
全
性
に
も

影
響
し
、
多
く
の
国
民
が
命
や

健
康
に
か
か
わ
る
不
利
益
を
被

る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

「
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
＝

価
格
が
安
く
な
る
」
と
い
う
の

は
一
面
的
な
捉
え
方
で
あ
る
。

国
民
が
受
け
る
医
療
行
為
の
質

と
量
、
あ
る
い
は
安
心
・
安
全

の
医
療
に
と
っ
て
決
し
て
プ
ラ

ス
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

診
療
回
数
増
や
せ
ば

収
入
は
減
ら
な
い
？

　

財
務
省
は
「
診
療
報
酬
総
額

は
、『
診
療
行
為
』
×
『
単

て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
大

幅
に
改
善
し
た
企
業
収
益
を
賃

金
の
上
昇
に
結
び
つ
け
、
消
費

の
増
加
な
ど
を
実
現
す
る
「
経

済
好
循
環
」
を
起
こ
す
と
い
う

政
府
の
方
針
が
あ
る
。

　

「
経
済
好
循
環
」
を
起
こ
す

た
め
に
も
、
３
０
０
万
人
以
上

の
医
療
従
事
者
の
給
与
の
源
泉

で
あ
る
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

が
必
要
で
あ
る
。
診
療
報
酬
を

下
げ
て
お
い
て
、
賃
金
３
％
上

昇
は
不
可
能
で
あ
る
。

「
量
出
制
入
」「
応
能
負
担
」

で
財
源
確
保
を

　

02
年
以
降
、
マ
イ
ナ
ス
改
定

が
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
医
療

機
関
は
疲
弊
し
て
い
る
。

　

実
態
を
反
映
し
て
い
な
い
と

の
批
判
も
あ
る
が
、
今
回
公
開

さ
れ
た
「
第
21
回
医
療
経
済
実

態
調
査
」
で
は
、「
病
院
経
営

が
悪
化
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
」「
民
間
医
療
法
人
で
は

経
営
を
継
続
す
る
こ
と
が
厳
し

い
ほ
ど
悪
化
し
て
い
る
」
と
の

意
見
が
中
医
協
委
員
か
ら
も
上

が
っ
て
い
る
。
医
療
従
事
者
の

技
術
の
正
当
な
評
価
と
医
療
施

設
の
基
盤
強
化
の
た
め
に
は
、

診
療
報
酬
引
き
上
げ
が
必
要
で

あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
国
民
の
負

託
を
受
け
て
い
な
い
民
間
委
員

ば
か
り
の
財
政
制
度
等
審
議
会

が
診
療
報
酬
改
定
率
に
つ
い
て

数
字
を
挙
げ
て
議
論
を
行
う
の

か
。
国
民
の
命
や
健
康
に
直
結

す
る
医
療
は
、
経
済
活
動
に
合

わ
せ
る
べ
き
で
は
な
く
、
国
民

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
社
会
的
共

通
資
本
と
し
て
専
門
家
が
管
理

し
責
任
を
負
う
も
の
で
あ
る
。

　

財
務
省
の
役
割
は
、
財
政
民

主
主
義
の
も
と
「
量
出
制
入
」

の
原
則
に
基
づ
き
国
民
に
必
要

な
政
策
を
実
施
す
る
た
め
に
、

行
き
過
ぎ
た
大
企
業
・
富
裕
層

優
遇
の
税
制
を
改
め
、
応
能
負

担
の
原
則
に
基
づ
い
て
必
要
な

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ

る
。
私
た
ち
は
、
国
民
の
健
康

と
命
を
守
る
団
体
と
し
て
、
引

き
下
げ
ら
れ
続
け
て
き
た
診
療

報
酬
の
大
幅
な
プ
ラ
ス
改
定
を

要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

価
』
で
あ
る
が
、『
診
療
行

為
』
が
高
齢
化
・
高
度
化
に
よ

り
毎
年
増
加
。
…
診
療
報
酬
改

定
が
一
定
程
度
マ
イ
ナ
ス
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、
診
療
報
酬
総

額
は
増
加
す
る
た
め
、
医
療
機

関
の
増
収
は
確
保
さ
れ
る
」
と

し
て
い
る
。

　

診
療
報
酬
を
マ
イ
ナ
ス
改
定

し
て
も
、
よ
り
多
く
の
医
療
行

為
を
行
う
た
め
、
医
療
機
関
の

収
入
は
減
ら
な
い
と
い
う
の
で

あ
る
。

　

診
療
報
酬
の
約
半
分
は
人
件

費
、
残
り
は
医
薬
品
費
、
委
託

費
、
経
費
な
ど
医
療
機
関
外
へ

の
支
払
い
で
、
医
療
機
関
の
利

益
率
は
２
％
と
言
わ
れ
て
い

る
。

　

医
療
現
場
は
、
少
な
い
ス
タ

ッ
フ
の
給
与
を
抑
制
し
、
過
重

な
労
働
と
経
営
努
力
に
よ
り
、

必
要
な
医
療
を
提
供
し
て
い

る
。
こ
れ
以
上
医
療
行
為
を
増

や
す
こ
と
に
な
れ
ば
、
医
療
機

関
の
人
員
不
足
は
悪
化
し
、
現

場
は
さ
ら
に
疲
弊
し
、
患
者
・

国
民
の
命
と
健
康
に
悪
影
響
を

及
ぼ
し
か
ね
な
い
。

マ
イ
ナ
ス
改
定

あ
り
き
の
統
計
操
作

　

財
務
省
は
「
診
療
報
酬
本
体

の
水
準
は
、
賃
金
や
物
価
の
水

準
と
比
べ
て
、
高
い
水
準
と
な

っ
て
お
り
、
…
本
体
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
に
よ
り
、
こ
れ
を
是
正

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と
も

し
て
い
る
。
こ
の
比
較
は
95
年

を
基
準
年
と
し
て
い
る
が
、
根

拠
は
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
が
始
ま
っ
た
12
年
を

１
０
０
と
す
る
と
、
賃
金
指
数

は
１
０
３
、
消
費
者
物
価
指
数

が
１
０
４
と
な
る
の
に
対
し
、

診
療
報
酬
本
体
は
１
０
１
と
な

り
、
低
い
水
準
に
抑
え
ら
れ
て

い
る
（
上
図
）。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の

比
較
は
診
療
報
酬
引
き
下
げ
と

い
う
結
論
あ
り
き
の
恣
意
的
な

も
の
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
も
そ
も
、
診
療
報
酬

や
医
療
職
種
賃
金
の
水
準
を
、

な
ぜ
民
間
給
与
や
物
価
水
準
に

合
わ
せ
て
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
疑
問
で
あ
る
。

経
済
好
循
環
の
た
め
に
も

診
療
報
酬
引
き
上
げ
を

　

財
務
省
は
「
主
な
医
療
関
係

職
種
の
給
与
水
準
は
、
加
重
平

均
で
み
て
、
上
昇
ト
レ
ン
ド
を

続
け
て
き
た
」
と
、
診
療
報
酬

引
き
下
げ
を
主
張
し
て
い
る
。

し
か
し
、
わ
ず
か
な
「
上
昇
ト

レ
ン
ド
」
よ
り
も
、
全
体
の
給

与
水
準
が
安
定
的
に
上
昇
し
て

い
な
い
こ
と
こ
そ
解
決
す
べ
き

課
題
で
あ
る
。

　

政
府
は
２
０
１
６
年
６
月
に

閣
議
決
定
し
た
「
ニ
ッ
ポ
ン
一

億
総
活
躍
プ
ラ
ン
」
で
、
最
低

賃
金
の
「
年
３
％
程
度
の
引
き

上
げ
」
を
盛
り
込
み
、
首
相
み

ず
か
ら
、
経
団
連
な
ど
の
財
界

首
脳
に
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
（
ベ

ア
）
の
実
現
を
求
め
、
春
闘
で

は
４
年
連
続
の
ベ
ア
を
実
現
し

政策解説

現
場
を
見
な
い
財
務
省

改
定
方
針
は
問
題
点
だ
ら
け

協
会
政
策
部

マ
イ
ナ
ス
改
定
あ
り
き
の
議
論
中
止
を

マ
イ
ナ
ス
改
定
あ
り
き
の
議
論
中
止
を
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＊厚生労働省「毎月勤労統計調査」賃金指数（現金給与総額、事業所規模30人以上）、総務省統計
　局「消費者物価指数」から作成。

（公益社団法人日本医師会2017年11月８日　定例記者会見資料より作成）
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◇
出
席　

23
人

◇
情
勢　

財
務
省
は
財
政
制
度

等
審
議
会
で
、
診
療
報
酬
を

「
２
％
台
を
軸
に
引
き
下
げ

る
」
目
標
を
示
す
方
向
性
を
明

ら
か
に
し
た
。
ま
た
75
歳
以
上

の
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担

も
原
則
２
割
に
す
る
方
針
。

◇
医
療
運
動
対
策　

総
選
挙
結

果
に
つ
い
て
談
話
を
発
表
す
る

こ
と
、
新
議
員
の
桜
井
周
氏

（
立
民
）
に
懇
談
を
要
請
す
る

こ
と
、
診
療
報
酬
引
き
上
げ
会

員
署
名
に
つ
い
て
、
財
務
省
の

マ
イ
ナ
ス
改
定
報
道
に
あ
た
り

第
４
次
の
呼
び
か
け
を
行
う
こ

と
、
保
団
連
中
央
要
請
行
動
を

11
／
16
に
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
歯

科
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改
善

厚
労
省
要
請
を
11
／
９
に
行
う

こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

医
科
は
11
／
２

に
神
戸
、
11
／
９
に
姫
路
で
、

歯
科
は
10
／
５
に
姫
路
、
10
／

19
に
神
戸
で
、
集
団
的
個
別
指

導
を
実
施
。
兵
庫
保
険
医
新
聞

11
／
５
付
に
「『
集
団
的
個
別

指
導
』
今
秋
も
実
施　

選
定
理

由
は
〝
高
点
数
〞
の
み
。
協
会

は
廃
止
を
要
求
」
の
記
事
を
掲

載
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

書
籍
『
口
か
ら

見
え
る
貧
困　

健
康
格
差
の
解

消
を
目
指
し
て
』
の
普
及
状
況

と
反
響
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の

会　

市
民
企
画
「
沖
縄
か
ら
考

え
る
改
憲
と
国
防
」
を
11
／
25

に
開
催
す
る
こ
と
、
九
条
の
会

・
医
療
者
の
会
（
全
国
）
学
習

講
演
会
（
11
／
５
）
に
参
加
す

る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
日
常
診
療
経
験
交
流
会
実
行

委
員
会　

翌
日
開
催
さ
れ
る
第

26
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
の

進
捗
状
況
を
報
告
し
、
参
加
が

呼
び
か
け
ら
れ
た
。

 

（
10
月
28
日　

理
事
会
よ
り
）

　

10
月
22
日
投
開
票
の
総
選

挙
は
、
自
民
党
が
公
示
前
議

席
と
同
数
の
２
８
４
議
席
を

獲
得
、
公
明
党
は
議
席
を
減

ら
し
た
が
、
与
党
で
引
き
続

き
定
数
の
３
分
の
２
を
占
め

る
結
果
と
な
っ
た
。
野
党

は
、
公
示
直
前
に
民
進
党
が

分
裂
し
、
安
保
法
制
反
対
・

立
憲
主
義
回
復
を
か
か
げ
る

立
憲
民
主
党
が
55
議
席
と
、

議
席
を
大
幅
に
増
や
し
躍
進

し
た
。
安
保
法
制
や
改
憲
の

容
認
を
か
か
げ
る
希
望
の
党

は
失
速
、
公
示
前
議
席
を
下

回
っ
た
。
共
産
党
、
維
新
の

会
は
議
席
を
減
ら
し
、
社
民

党
は
議
席
を
維
持
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
選
挙
協
力
を
行

っ
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
見
る

と
、
自
民
・
公
明
の
与
党
グ

ル
ー
プ
と
、
希
望
の
党
・
維

新
の
会
グ
ル
ー
プ
は
議
席

減
、
立
憲
民
主
党
・
共
産
党

自
衛
隊
明
記
」
に
は
反
対
52

・
６
％
（
11
月
２
日
共
同
通

信
）
と
過
半
数
を
超
え
て
い

る
。
消
費
税
増
税
は
国
民
の

暮
ら
し
を
直
撃
す
る
。
安
倍

内
閣
が
取
り
組
む
べ
き
こ
と

は
、
暮
ら
し
を
支
え
る
社
会

保
障
の
拡
充
で
あ
っ
て
、
改

憲
や
増
税
で
は
な
い
は
ず

だ
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
今

回
の
総
選
挙
に
あ
た
っ
て
、

社
会
保
障
の
拡
充
や
平
和
憲

法
の
堅
持
な
ど
を
柱
と
す
る

「
開
業
保
険
医
の
要
求
案
」

を
発
表
し
、
各
政
党
・
候
補

者
と
懇
談
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
と
も
、「
要
求
案
」
の

実
現
に
向
け
、
署
名
運
動
や

新
国
会
へ
の
働
き
か
け
を
強

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
多
く
の
会
員
諸
兄
の
さ

ら
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
。

・
社
民
党
と
一
部
無
所
属
議

員
を
加
え
た
「
野
党
共
闘
」

グ
ル
ー
プ
は
議
席
増
と
い
う

構
図
が
読
み
取
れ
る
。「
与

党
大
勝
」
と
報
道
さ
れ
た

が
、「
野
党
共
闘
」
グ
ル
ー

プ
の
健
闘
が
最
も
特
徴
的
で

あ
っ
た
。
比
例
代
表
区
の
得

票
率
で
見
る
と
、
自
公
両
党

る
。
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り

自
覚
し
、
今
後
の
謙
虚
な
政

権
運
営
を
求
め
た
い
。

　

安
倍
内
閣
は
、
消
費
税
増

税
を
選
挙
公
約
と
し
た
上
、

来
年
度
の
診
療
報
酬
・
介
護

報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
や
、

後
期
高
齢
者
の
窓
口
負
担
の

原
則
２
割
へ
の
引
き
上
げ
を

で
46
％
、
対
有
権
者
比
（
絶

対
得
票
率
）
で
は
24
％
で
あ

る
。
自
民
党
単
独
に
至
っ
て

は
、
対
有
権
者
比
わ
ず
か
17

％
に
過
ぎ
な
い
。
与
党
「
大

勝
」
は
野
党
の
分
裂
に
よ
る

漁
夫
の
利
と
、
小
選
挙
区
制

マ
ジ
ッ
ク
で
得
た
も
の
で
あ

　

「
医
師
は
常
に
何
ら
か
の
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
る
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
ま
す
」。
協
会

の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
阪
神
合
同
法
律
事

務
所
（
尼
崎
市
）
の
川
西
譲
・

川
西
絵
理
弁
護
士
が
上
梓
さ
れ

た
『
医
療
法
律
相
談
室
』
冒
頭

の
文
章
で
す
。
私
自
身
、
30
歳

代
の
こ
ろ
は
実
直
に
や
っ
て
い

れ
ば
弁
護
士
な
ど
無
縁
無
用
と

考
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
現
在
ア
メ
リ
カ
並

み
に
、
何
か
あ
る
と
訴
訟
、
究

極
は
警
察
が
ら
み
の
犯
罪
扱
い

の
事
例
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
従
来
よ
り
係
争
に
つ

い
て
書
か
れ
た
書
籍
は
あ
り
ま

し
た
が
、
弁
護
士
が
個
別
に
取

り
扱
っ
て
い
て
、
医
療
な
ら
び

に
法
務
等
全
般
に
網
羅
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
現
場
の
求
め
る

ニ
ー
ズ
に
充
分
に
応
え
ら
れ
て

い
な
い
の
が
現
状
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。
大
き
な
理
由
の
ひ
と

つ
に
、
弁
護
士
が
医
療
と
い
う

身
の
事
務
所
を
拠
点
に
し
て
設

け
、
医
療
関
係
者
・
医
療
機
関

を
対
象
に
日
常
起
き
る
医
療
法

律
問
題
を
扱
う
よ
う
に
な
っ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　

な
の
で
、
内
容
は
単
な
る
ノ

ウ
ハ
ウ
集
で
は
な
く
、
全
症
例

で
実
際
に
起
こ
っ
た
事
柄
を
法

律
上
の
根
拠
を
明
ら
か
に
し
、

か
つ
、
考
え
の
道
筋
を
読
者
に

わ
か
り
や
す
く
す
る
工
夫
が
凝

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。「
で
す
・

ま
す
調
」
で
平
易
で
あ
り
、
事

例
の
後
の
「
要
約
と
ポ
イ
ン

ト
」「
キ
ー
ワ
ー
ド
解
説
」
な

ど
に
よ
っ
て
法
律
用
語
を
理
解

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

仕
上
が
り
は
一
般
解
説
書
と

い
う
よ
り
は
、
困
っ
て
か
ら
紐

解
い
て
も
非
常
に
役
に
立
つ
実

用
書
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
医

の
倫
理
」
が
全
般
的
に
説
か
れ

て
お
り
、
歯
科
の
先
生
に
も
一

読
を
お
薦
め
す
る
と
と
も
に
、

「
情
報
の
非
対
称
性
」
と
い
う

宿
命
を
背
負
っ
た
医
療
人
が
バ

イ
ブ
ル
と
し
て
常
備
す
る
一
冊

と
感
じ
ま
し
た
。

【
副
理
事
長　

川
西　

敏
雄
】

　

歯
科
部
会
は
10
月
15
日
、
協

会
会
議
室
で
、
第
２
回
「
病
気

を
持
っ
た
患
者
の
歯
科
治
療
」

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。
兵
庫
医
科

大
学
病
院
歯
科
口
腔
外
科
の
野

口
一
馬
准
教
授
が
講
演
し
、
79

人
が
参
加
し
た
。
竹
中
博
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
私
に
と

っ
て
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
ま
ず
初
め
の
イ
ン

パ
ク
ト
は
、
会
場
到
着
時
に
講

師
の
先
生
が
演
台
で
受
講
者
を

笑
顔
で
向
か
い
入
れ
て
く
れ
て

い
た
こ
と
だ
。
先
生
の
お
人
柄

が
感
じ
ら
れ
、
気
持
ち
よ
く
講

演
に
入
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

続
い
て
内
容
。
当
日
の
コ
ン

テ
ン
ツ
は
３
題
。
血
液
疾
患
、

脳
血
管
障
害
、
抗
血
栓
療
法
中

の
患
者
の
観
血
的
処
置
に
つ
い

て
、
で
あ
っ
た
。

　

血
液
疾
患
で
の
困
り
ご
と
の

一
つ
で
あ
る
「
出
血
が
止
ま
ら

な
い
」
は
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ

ら
の
病
気
を
治
療
す
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
歯
科
医
院
で
出

ー
キ
ノ
ロ
ン
系
は
注
意
、
消
化

管
潰
瘍
の
発
生
で
致
命
的
と
な

り
う
る
の
で
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
ｓ
は

投
与
し
な
い
こ
と
、
セ
フ
ゾ

ン
、
フ
ロ
モ
ッ
ク
ス
が
効
き
に

く
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
、

サ
ワ
シ
リ
ン
を
推
奨
さ
れ
た
こ

と
、
ア
セ
ト
ア
ミ
ノ
フ
ェ
ン
を

推
奨
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
ま
で

う
ろ
覚
え
で
あ
っ
た
知
識
が
整

理
さ
れ
た
こ
と
に
も
イ
ン
パ
ク

ト
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
は
腎
性

貧
血
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る

こ
と
、
腎
性
貧
血
で
も
Ｎ
Ｓ
Ａ

Ｉ
Ｄ
ｓ
は
投
与
し
な
い
こ
と
を

示
さ
れ
た
。

　

脳
血
管
障
害
で
は
、
三
叉
神

経
痛
で
病
院
へ
紹
介
す
る
際
は

具
体
的
な
診
断
名
と
治
療
方
針

は
指
定
し
な
い
で
紹
介
し
た
方

が
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
と
ア

ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。
ま
た
私
が

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
二
次
性

疼
痛
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
ご

教
示
い
た
だ
い
た
。

　

抗
血
栓
療
法
中
の
患
者
の
観

血
的
処
置
に
つ
い
て
で
は
、
従

来
経
口
抗
凝
固
薬
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
た
ワ
ル
フ
ァ
リ
ン

と
、
当
院
で
も
服
用
し
て
い
る

患
者
が
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い

る
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
ｓ
（
Ｎ
Ｏ
Ａ
Ｃ
ｓ

は
す
で
に
古
い
言
い
方
で
今
は

Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
ｓ
と
言
う
そ
う
で

す
）
の
違
い
に
つ
い
て
解
説
が

あ
っ
た
。
２
０
１
５
年
に
改
訂

さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
未
熟

で
あ
る
こ
と
を
共
通
認
識
と
し

て
持
つ
必
要
が
あ
る
、
お
薬
手

帳
の
確
認
を
忘
れ
ず
に
行
い
、

新
規
の
抗
血
栓
薬
の
服
用
を
き

ち
ん
と
把
握
す
る
こ
と
が
大
切

で
あ
る
、
Ｄ
Ｏ
Ａ
Ｃ
ｓ
で
は
無

理
を
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
強

調
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
お

話
の
中
で
、
抜
歯
24
時
間
以
内

の
Ｐ
Ｔ
―
Ｉ
Ｎ
Ｒ
の
検
査
が
推

奨
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
初
め
て

知
り
、
当
日
最
大
の
イ
ン
パ
ク

ト
で
あ
っ
た
。

　

止
血
シ
ー
ネ
の
具
体
的
な
使

用
方
法
や
薬
価
の
裏
話
、
さ
ら

に
は
「
神
の
声
」
の
オ
フ
レ
コ

の
話
な
ど
と
て
も
盛
り
だ
く
さ

ん
の
講
演
で
、
あ
っ
と
い
う
間

に
予
定
時
間
に
な
っ
た
。
充
実

し
た
時
間
を
過
ご
せ
た
と
帰
り

際
に
感
じ
た
の
は
私
一
人
だ
け

で
は
決
し
て
な
か
っ
た
と
確
信

で
き
る
講
演
会
だ
っ
た
。

【
西
区
・
歯
科

 

竹
中　
　

博
】

現
場
に
精
通
し
て
い
な
い

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

著
者
は
弁
護
士
な
が
ら

病
院
の
経
営
管
理
・
医
療

安
全
を
担
当
し
、
現
場
で

内
部
か
ら
学
び
、
そ
れ
を

基
に
「
医
療
法
律
相
談

室
」
と
い
う
部
署
を
ご
自

発
表
す
る
な
ど
、
さ
ら
な
る

社
会
保
障
改
悪
を
打
ち
出
し

て
い
る
。
ま
た
選
挙
後
、
首

相
は
憲
法
９
条
改
正
を
主
な

内
容
と
す
る
改
憲
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
と
ん
で
も
な
い

こ
と
で
あ
る
。
直
近
の
世
論

調
査
で
も
「
憲
法
９
条
へ
の

総
選
挙
結
果
に
つ
い
て

政
策
部
長　
　

加
藤　

擁
一

「
野
党
共
闘
」の
健
闘
が

 

最
大
の
特
徴

談 話

川
西
譲
・
川
西
絵
理　

著

『
医
療
法
律
相
談
室

 

〜
医
療
現
場
の
悩
み
に
答
え
る
〜
』

●医院経営研究会 12月例会

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1805まで

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1801まで

医療法律相談室医療法律相談室
～トラブルを防ぐために～～トラブルを防ぐために～

日　時　12月16日（土）
　　　　14時30分～17時
会　場　協会６階会議室
講　師　阪神合同法律事務所
　　　　川西譲弁護士
参加費　3000円
　　　　（医経研会員は無料）

第
２
回
「
病
気
を
持
っ
た
患
者
の
歯
科
治
療
」
セ
ミ
ナ
ー

感 想 文

血
液
疾
患
患
者
へ
の
対
応

充
実
の
講
演
会

兵庫医大の野口准教授が講演し、“インパクト抜群”
と大好評だった　　 　　　　　　　　　　　　 　

加古川中央市民病院における高齢者救急医療の現状
～東播磨の救急現場の現状と課題～
日　時　12月２日（土）15時～17時30分
会　場　加古川商工会議所４階AB会議室
講　師　加古川中央市民病院　救急科
 　主任科部長　切田学先生
※終了後、懇談会（無料）

■加古川・高砂支部■第36回総会・記念講演

服薬管理の今日的課題
～院内・院外処方、調剤…それぞれの現場から～
日　時　12月２日（土）14時～15時30分
会　場　小野市商工会議所会館　中会議室
話題提供　①㈱ネグジット総研　山下善史氏
　　　　②薬局の立場から
司　会　育が丘クリニック院長 　西山敬吾先生
参加費　1000円
※「医療安全管理研修会受講証」を発行

■北播支部■医療安全管理研修会・多職種交流会

日　時　12月10日（日）14時～16時　　会　場　協会５階会議室
講　師　神戸大学医学部附属病院歯科口腔外科准教授　古土井春吾先生
参加費　無料（テキスト１冊2000円）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1809まで

歯科部会 『病気を持った患者の歯科治療』セミナー
～有病者歯科治療時の全身管理を深く学ぼう～

第４回  『糖尿病』『慢性腎臓病、人工透析』『薬剤使用上の注意』
『ビスフォスフォネート製剤と顎骨壊死』等

血
を
止
め
ら
れ
な
い
病

気
を
覚
え
る
こ
と
と
説

明
さ
れ
た
。

　

そ
の
中
で
高
齢
者
の

患
者
で
獲
得
性
に
血
友

病
が
出
て
く
る
こ
と
が

あ
る
と
示
さ
れ
、
先
天

性
疾
患
と
い
う
認
識
し

か
も
っ
て
い
な
か
っ
た

私
に
は
と
て
も
イ
ン
パ

ク
ト
が
あ
っ
た
。

　

貧
血
で
は
鉄
欠
乏
性

貧
血
に
対
す
る
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
鉄

剤
の
服
用
が
あ
る
の

で
、
セ
フ
ゾ
ン
・
テ
ト

ラ
サ
イ
ク
リ
ン
・
ニ
ュ

発
行 

法
律
文
化
社
、定
価
２
５
０
０
円
＋
税
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小
児
科
の
臨
床
か
ら

障
害
児
教
育
へ

　

足
立　

高
野
先
生
は
小
児
科

医
と
し
て
、
兵
庫
教
育
大
学
で

特
別
支
援
学
校
の
教
員
養
成
を

さ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す

が
、
も
と
も
と
は
臨
床
を
さ
れ

て
い
て
、
教
育
へ
と
転
向
さ
れ

た
の
で
す
ね
。

　

高
野　

私
は
新
生
児
が
大
好

き
な
の
で
す
が
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で

診
療
し
て
い
た
こ
ろ
に
、
障
害

を
持
っ
た
子
は
退
院
後
に
ど
う

成
長
す
る
の
が
よ
い
の
か
を
知

り
た
く
な
り
、
障
害
児
教
育
に

関
わ
り
た
い
と
今
の
職
に
就
き

ま
し
た
。

　

足
立　

私
も
西
市
民
病
院
に

い
た
時
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災

に
遭
い
、
災
害
医
療
に
取
り
組

む
中
で
、
災
害
に
強
い
医
療
者

を
育
て
た
い
と
、
大
学
で
教
鞭

を
執
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

教
員
養
成
に
は
臨
床
と
は
違
っ

た
ご
苦
労
が
お
あ
り
で
は
。

　

高
野　

そ
う
で
す
ね
。
小
児

科
医
で
あ
る
私
に
何
が
で
き
る

の
か
、
大
学
に
来
た
当
初
は
悩

み
ま
し
た
。
障
害
や
障
害
に
併

存
し
や
す
い
疾
患
を
解
説
し
た

り
、
医
療
と
教
育
の
連
携
の
重

要
性
を
説
い
た
り
、
親
へ
の
支

援
を
共
に
考
え
る
こ
と
が
自
分

に
果
た
す
べ
き
こ
と
と
考
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

自
分
の
知
識
・
技
能
を
超
え

る
こ
と
も
多
く
、
臨
床
か
ら
離

れ
る
と
最
近
の
医
療
事
情
か
ら

遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
精

神
科
や
歯
科
、
言
語
訓
練
や
作

業
療
法
な
ど
専
門
外
の
知
識
を

要
求
さ
れ
る
こ
と
も
多
く
、
時

に
は
現
場
に
い
る
医
療
ス
タ
ッ

フ
を
招
き
、
学
生
と
と
も
に
学

ば
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

足
立　

他
領
域
に
関
心
や
専

門
性
が
あ
る
人
た
ち
と
つ
な
が

る
こ
と
で
、
相
互
に
刺
激
さ
れ

る
こ
と
も
お
あ
り
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

高
野　

は
い
。
子
ど
も
た
ち

が
成
長
す
る
背
景
に
は
生
理
的

な
安
定
が
重
要
で
す
。
医
学
と

教
育
が
う
ま
く
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
で
き
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち

が
よ
り
成
長
で
き
、
笑
顔
が
増

え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
こ
と
を

実
感
で
き
る
こ
と
が
醍
醐
味
で

も
あ
り
ま
す
。

特
別
支
援
学
校
で
実
演

「
は
み
が
き
ソ
ン
グ
」

　

足
立　

先
生
は
、「
は
み
が

き
ソ
ン
グ
」
を
普
及
さ
れ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
よ
ね
。
Ｄ

Ｖ
Ｄ
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
先
ほ

ど
拝
見
し
ま
し
た
が
、
先
生
自

ら
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
扮
し
て
歌

っ
て
お
ら
れ
ま
す
ね
。

　

高
野　

歯
み
が
き
を
嫌
が
る

知
的
障
害
の
あ
る
子
ど
も
に

「
は
み
が
き
は
嫌
な
も
ん
じ
ゃ

な
い
、
気
持
ち
い
い
」「
食
べ

た
ら
み
が
こ
う
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
な
る
と
い
い
な
と
願

っ
て
作
り
ま
し
た
。

　

足
立　

知
的
障
害
や
重
症
心

身
障
害
児
と
の
対
話
で
の
オ
ノ

マ
ト
ペ
（
擬
音
語
・
擬
態
語
）

に
つ
い
て
研
究
さ
れ
た
成
果
で

も
あ
る
そ
う
で
す
ね
。

　

高
野　

は
い
。
科
研
費
助
成

研
究
「
対
話
困
難
の
解
決
に
貢

献
す
る
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
運
用
と

表
現
に
つ
い
て
」
の
中
で
作
成

し
、
県
内
の
特
別
支
援
学
校
を

中
心
に
配
布
し
ま
し
た
。

　

音
楽
療
法
士
の
梅
谷
浩
子
先

生
の
作
詞
作
曲
を
も
と
に
、
言

語
学
者
の
有
働
眞
理
子
先
生
と

小
児
科
医
の
私
が
協
力
し
て
知

的
障
害
児
に
と
っ
て
も
わ
か
り

や
す
い
表
現
に
修
正
し
、
振
り

付
け
を
加
え
た
も
の
で
す
。

　

足
立　

ど
う
い
う
ア
イ
デ
ア

で
こ
の
歌
が
生
ま
れ
た
ん
で
し

ょ
う
か
。

　

高
野　

施
設
職
員
と
知
的
障

害
児
が
歯
み
が
き
を
め
ぐ
っ
て

格
闘
し
て
い
る
の
を
目
撃
し
て

い
た
梅
谷
先
生
の
と
こ
ろ
に

〝
天
か
ら
降
っ
て
き
た
〞
歌
が

基
に
な
っ
て
い
ま
す
。
歌
に
登

場
す
る
３
人
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
、
キ
ャ
サ
リ
ン
（
お
菓
子
大

好
き
女
の
子
）
を
梅
谷
先
生
、

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
（
む
し
歯
の
ば

い
菌
）
を
有
働
先
生
、
は
み
が

き
マ
ン
（
み
ん
な
の
歯
を
守

る
）
を
私
が
演
じ
て
い
ま
す
。

く
は
ミ
ュ
ー
タ
ン
ス
」
で
す
。

も
う
１
曲
、
ゆ
っ
た
り
安
心
し

た
な
か
で
仕
上
げ
み
が
き
を
し

て
も
ら
う
「
し
あ
げ
み
が
き
の

う
た
」
の
３
曲
で
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

作
成
し
ま
し
た
（
左
写
真
）。

　

今
年
８
月
20
日
に
県
立
出
石

特
別
支
援
学
校
み
か
た
校
の
保

護
者
が
主
催
す
る
「
ふ
れ
あ
い

交
流
コ
ン
サ
ー
ト
」
で
は
、
こ

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
基
に
し
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
行
い
ま
し
た
。
私
た

ち
が
保
護
者
や
児
童
生
徒
、
教

員
と
と
も
に
出
演
し
、
歯
み
が

き
の
仕
方
に
つ
い
て
養
護
教
諭

の
お
話
を
挟
み
ま
し
た
。

障
害
児
の
口
腔
の
現
状

実
態
調
査
が
必
要

　

足
立　

特
別
支
援
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
の
口
腔
の
現
状

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

高
野　

と
て
も
気
に
な
っ
て

い
ま
す
。
知
的
障
害
を
も
つ
成

人
の
方
の
健
康
で
は
、
肥
満
、

て
ん
か
ん
、
皮
膚
疾
患
と
と
も

に
う
歯
（
虫
歯
）
や
歯
肉
炎
が

課
題
に
挙
が
り
ま
す
。
と
こ
ろ

が
、
歯
科
の
専
門
家
で
は
な
い

大
学
教
員
に
と
っ
て
は
、
子
ど

も
た
ち
に
つ
い
て
文
献
等
か
ら

歯
科
の
情
報
を
探
し
て
も
ほ
と

ん
ど
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
毎
年
出
さ
れ
る
学
校

保
健
統
計
の
児
童
生
徒
一
般
の

情
報
で
は
、
う
歯
の
割
合
の
減

少
傾
向
が
続
き
、
歯
科
保
健
の

成
果
が
見
て
取
れ
ま
す
。
個
人

的
な
印
象
で
す
が
、
特
別
支
援

学
校
で
も
、
口
腔
の
状
態
が
い

い
子
ど
も
が
増
え
て
き
て
い
る

そ
う
で
な
い
子
の
差
が
大
き

く
、
中
間
の
状
態
の
生
徒
が
ほ

と
ん
ど
い
な
い
こ
と
も
引
っ
か

か
り
ま
す
。

　

高
野　

知
的
障
害
等
が
あ
る

子
ど
も
の
口
腔
で
も
そ
の
可
能

性
が
推
察
さ
れ
ま
す
。
実
態
調

査
が
必
要
で
す
。

子
ど
も
の
口
腔
状
態

改
善
の
た
め
に
は

　

足
立　

今
回
、
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の

が
、
協
会
が
実
施
し
た
「
学
校

歯
科
治
療
調
査
」
に
、
ご
関
心

を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
。

　

高
野　

就
学
期
の
障
害
を
持

つ
子
ど
も
の
口
腔
内
の
状
況
が

知
り
た
か
っ
た
た
め
、
こ
の
調

査
は
大
変
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

特
別
支
援
学
校
の
状
況
と
し

て
、
一
般
の
小
・
中
・
高
校
と

比
べ
て
、
要
受
診
の
割
合
と
未

受
診
率
が
高
く
、
子
ど
も
た
ち

を
も
っ
と
歯
科
医
療
に
つ
な
ぐ

必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
一
方
、

特
別
支
援
学
校
で
の
歯
科
保
健

指
導
は
、
歯
み
が
き
が
１
０
０

％
、
フ
ッ
化
物
は
13
・
33
％
と

他
の
校
種
と
比
べ
る
と
高
く
、

歯
科
保
健
指
導
、
特
に
歯
み
が

き
指
導
は
行
き
届
い
て
い
る
こ

と
が
伺
え
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
ま
す
と
、
歯

み
が
き
指
導
だ
け
で
は
不
十
分

な
可
能
性
が
見
え
て
き
た
と
思

い
ま
す
。
あ
る
特
別
支
援
学
校

の
保
護
者
に
行
っ
た
調
査
で

は
、
歯
み
が
き
を
嫌
が
る
子
ど

も
も
特
に
低
学
年
で
多
く
、
保

護
者
が
仕
上
げ
み
が
き
に
困
ら

な
い
よ
う
な
工
夫
も
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
歯
科
医
療
と
学
校
、
保
護

者
が
連
携
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
ま
す
。

　

足
立　

家
庭
で
の
歯
の
悩
み

に
つ
い
て
、
学
校
で
個
別
相
談

な
ど
が
で
き
れ
ば
保
護
者
は
心

強
い
で
し
ょ
う
。
障
害
児
の
治

療
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

今
の
診
療
報
酬
体
系
で
十
分
に

評
価
さ
れ
て
お
ら
ず
、
歯
科
医

療
機
関
の
採
算
が
と
り
に
く
い

こ
と
も
課
題
で
す
ね
。

　

高
野　

え
え
。
一
般
の
公
立

学
校
で
は
、
未
受
診
率
は
、
小

―
中
―
高
校
と
年
齢
が
上
が
る

に
つ
れ
、
増
加
し
て
い
ま
す
。

口
腔
ケ
ア
を
一
生
涯
続
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
考
え
る

と
、
就
学
期
後
半
の
歯
科
保
健

教
育
の
充
実
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

（
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク
の
実

施
施
設
と
し
て
歯
科
医
療
施
設

を
増
や
す
な
ど
）
と
の
関
連
付

け
な
ど
、
い
く
つ
か
の
仕
掛
け

が
あ
れ
ば
い
い
か
と
思
い
ま

す
。
フ
ッ
化
物
の
応
用
の
推
進

も
望
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

　

足
立　

調
査
で
は
、
口
腔
崩

壊
の
子
ど
も
の
家
庭
状
況
と
し

て
、
ひ
と
り
親
、
理
解
不
足
、

経
済
的
困
難
の
割
合
が
高
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

高
野　

保
護
者
だ
け
に
任
せ

ず
、
保
健
や
福
祉
と
教
育
等
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
サ
ポ

ー
ト
の
も
と
、
早
期
に
継
続
的

に
歯
科
を
受
診
し
て
い
く
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

健
診
・
予
防
体
系
の
見
直
し
も

必
要
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
例
え

ば
生
後
２
カ
月
ご
ろ
か
ら
予
防

注
射
の
た
め
に
小
児
科
を
受
診

し
ま
す
が
、
こ
れ
は
早
期
に
か

か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
歯
科
医
療
機
関

で
健
診
や
予
防
処
置
を
す
る
方

向
や
、
保
健
セ
ン
タ
ー
や
学
校

か
ら
、
よ
り
確
実
に
歯
科
医
療

機
関
に
つ
な
ぐ
こ
と
を
考
え
て

い
け
ば
い
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

足
立　

「
学
校
歯
科
治
療
調

査
」
結
果
を
ま
と
め
た
協
会
の

新
著
『
口
か
ら
見
え
る
貧
困　

健
康
格
差
の
解
消
を
目
指
し

て
』
は
、
口
腔
崩
壊
に
至
る
ま

で
歯
科
治
療
が
放
置
さ
れ
る
原

因
に
は
、
知
識
不
足
だ
け
で
な

く
経
済
的
貧
困
や
時
間
的
余
裕

の
な
さ
な
ど
が
複
合
的
に
あ
る

の
で
は
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

高
野　

お
っ
し
ゃ
る
よ
う

に
、
根
っ
こ
の
部
分
に
は
貧
困

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

足
立　

私
た
ち
は
新
著
で
、

口
腔
崩
壊
を
な
く
す
た
め
に
、

高
野
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
よ
う

な
子
ど
も
た
ち
へ
の
個
別
的
対

応
と
と
も
に
、
行
政
に
よ
る
実

態
把
握
、
高
校
ま
で
の
医
療
費

無
料
化
、
よ
り
抜
本
的
に
は
歯

科
受
診
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い

よ
う
労
働
環
境
の
改
善
、
貧
困

・
格
差
を
是
正
す
る
社
会
保
障

の
拡
充
な
ど
10
の
提
言
を
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
会
に
子
ど
も
の
医

療
と
教
育
を
通
じ
て
多
職
種
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

足
立　

テ
ク

ノ
ポ
ッ
プ
調
の

歌
も
あ
り
ま
し

た
ね
。

　

高
野　

悪
の

ミ
ュ
ー
タ
ン
ス

が
抱
く
正
義
へ

の
あ
こ
が
れ
、

葛
藤
を
大
人
っ

ぽ
く
歌
う
「
ぼ

の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　

足
立　

二
極
化
が

起
き
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
校
生
の
歯
科
健
診

を
し
て
い
ま
す
が
、

昔
と
比
べ
は
る
か
に

虫
歯
は
減
っ
て
い
る

な
か
、
１
０
０
人
に

５
人
程
度
は
５
本
か

ら
10
本
も
虫
歯
の
あ

る
生
徒
が
い
ま
す
。

健
康
な
歯
の
生
徒
と

特別インタビュー

聞
き
手足立 了平

新聞
部長

特別支援学校の生活単元「はみがきをしよ
う」での協力出演（右から、ミュータンス
の有働眞理子、キャサリンの梅谷浩子、は
みがきマンの高野美由紀）　　　　　　　

「はみがきソング」DVDとパンフレット。音楽療法
士・言語学者の仲間と協力し作成した　　　　　

兵庫教育大学学校教育研究科

高野美由紀教授
【たかの　みゆき】京都府立医科大学1988年卒業、
博士（医学）。97年４月同大学小児科助手、2000年
４月石鎚会田辺中央病院小児科部長、02年１月兵庫
教育大学障害児教育講師、07年同大学大学院学校教
育研究科准教授、2012年から現職

〝
は
み
が
き
は
気
持
ち
い
い
〞

〝
は
み
が
き
は
気
持
ち
い
い
〞

障
害
児
に
歌
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

障
害
児
に
歌
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

小
児
科
医
と
し
て
兵
庫
教
育
大
学
で
特
別
支
援
教
育

に
携
わ
る
教
員
を
育
成
し
、
障
害
児
へ
の
歯
科
保
健
指

導
の
た
め
に
「
は
み
が
き
ソ
ン
グ
」
を
作
成
し
た
高
野

美
由
紀
先
生
に
、
足
立
了
平
新
聞
部
長
（
神
戸
常
盤
大

学
短
期
大
学
部
教
授
）
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
。
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協
会
は
９
月
16
日
〜
18
日
に
か
け
て
、
被
災
地
の
宮
城
、
岩

手
、
福
島
各
県
を
保
団
連
と
共
に
訪
問
。
協
会
か
ら
広
川
恵
一

顧
問
、
白
岩
一
心
理
事
、
林
功
評
議
員
が
参
加
し
た
。
協
会
の

被
災
地
訪
問
は
、
現
地
の
方
々
と
交
流
し
て
被
災
地
の
現
状
を

知
り
、
医
療
や
生
活
の
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に

継
続
し
て
い
る
。
白
岩
理
事
と
林
評
議
員
の
報
告
を
掲
載
す

る
。

　

被
災
地
の
方
々
と
、
今
ま
で

に
築
か
れ
た
交
流
の
新
た
な
る

発
展
と
課
題
を
見
つ
け
出
す
と

い
う
目
的
が
、
出
発
前
か
ら
課

せ
ら
れ
て
い
た
。

　

毎
日
懸
命
に
地
域
で
、
歯
科

医
師
と
し
て
、
他
職
種
の
方
々

と
連
携
し
て
、
医
療
・
介
護
・

福
祉
に
従
事
し
て
い
る
こ
と

を
、
被
災
地
訪
問
で
生
か
す
こ

と
が
で
き
る
か
ど
う
か
、
自
問

自
答
し
な
が
ら
参
加
し
た
。

　

初
日
は
八
戸
市
に
集
合
し
、

行
程
と
目
的
意
識
を
確
認
し
、

今
ま
で
の
経
過
と
問
題
点
を
、

広
川
先
生
が
説
明
さ
れ
た
。

　

翌
日
、
最
初
に
訪
問
し
た
の

　

宮
城
県
気
仙
沼
市
に
あ
る
仮

設
住
宅
・
水
梨
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
住
宅
集
会
所
で
、
高
齢
者
の

医
療
サ
ポ
ー
ト
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
震
災
以
降
続
け
る
村
上
充

さ
ん
と
お
会
い
し
、
同
市
の
医

療
の
現
状
を
傾
聴
し
た
。
同
市

は
医
療
圏
が
広
く
地
域
高
齢
者

の
受
診
控
え
が
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
村
上
さ
ん
は
こ
れ
ら
の

い
わ
ゆ
る
サ
イ
レ
ン
ト
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
に
光
を
あ
て
、
無
償
で

高
齢
者
の
診
療
の
付
き
添
い
事

業
等
を
行
っ
て
い
る
。

　

気
仙
沼
に
は
基
幹
病
院
が
市

民
病
院
し
か
な
い
。
こ
の
た
め

診
療
が
必
要
な
高
齢
者
は
、
フ

リ
ー
ア
ク
セ
ス
権
が
行
使
で
き

な
い
状
況
に
あ
る
。

　

国
は
震
災
医
療
対
策
と
し
て

補
正
予
算
を
組
み
、
第
１
次
と

し
て
、
医
療
・
介
護
・
障
害
福

祉
の
利
用
料
負
担
・
保
険
料
軽

減
措
置
に
１
１
４
２
億
円
、
医

療
施
設
等
の
災
害
復
旧
に
９
０

６
億
円
、
福
祉
医
療
機
構
に
よ

る
医
療
施
設
・
社
会
福
祉
施
設

等
に
対
す
る
融
資
に
１
０
０
億

円
な
ど
を
計
上
し
た
。
こ
れ
ら

の
政
策
は
ポ
ピ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
は
間
違
っ

て
い
な
い
が
、
サ
イ
レ
ン
ト
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
は
届
か
な
い
。

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
の

は
、
草
の
根
運
動
で
あ
る
市
民

活
動
に
な
る
。

　

震
災
発
生
当
時
、
筆
者
が
関

西
労
災
病
院
勤
務
時
代
に
労
働

者
福
祉
機
構
よ
り
災
害
派
遣
医

療
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
仙
台

市
の
若
林
地
区
に
派
遣
さ
れ
、

避
難
所
の
公
衆
衛
生
管
理
を
行

っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
震
災
直

後
の
避
難
所
は
一
般
市
民
に
よ

り
管
理
さ
れ
、
行
政
の
力
は
届

い
て
い
な
か
っ
た
。
未
曾
有
の

震
災
に
お
い
て
も
、
日
本
に
は

コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
プ

い
る
よ
う
だ
っ

た
。

　

そ
の
後
、
夕
食

を
共
に
し
な
が

ら
、
塩
釜
市
や
気

仙
沼
市
で
活
動
す

る
、「
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
サ
ポ
ー
ト

響
」
代
表
の
阿
部

泰
幸
さ
ん
と
懇
談

し
た
。
復
興
住
宅

に
お
け
る
住
民
同

士
の
い
さ
か
い
、

社
会
福
祉
協
議
会

の
内
部
問
題
な

ど
、
実
地
に
活
動

ら
さ
れ
て
も
、
孤
立
し
た
高
齢

者
に
継
続
し
た
支
援
を
行
う
臨

床
医
の
姿
勢
と
、
そ
れ
を
陰
に

支
え
る
気
仙
沼
の
医
師
会
の
現

状
に
感
銘
を
受
け
た
。

　

翌
日
は
、
福
島
協
会
の
松
本

純
理
事
長
と
井
桁
事
務
局
長

に
、
福
島
県
飯
館
村
を
案
内
し

て
い
た
だ
い
た
。
訪
れ
た
の
は

大
久
保
金
一
さ
ん
（
１
９
４
０ 

年
生
ま
れ
の
77
歳
）
の
自
宅
で

あ
る
。
47
年
に
飯
舘
村
に
家
族

と
と
も
に
入
植
し
、
以
来
２
０

１
１
年
ま
で
母
親
と
と
も
に
同

地
区
で
生
活
し
て
い
た
。
福
島

第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
発
生

後
、
年
老
い
た
母
コ
ト
さ
ん
を

連
れ
て
避
難
地
区
の
自
宅
に
戻

る
こ
と
に
な
る
。

　

避
難
地
区
に
お
い
て
、
様
々

な
方
と
の
か
か
わ
り
か
ら
大
久

保
さ
ん
は
「
マ
キ
バ
ノ
ハ
ナ
ゾ

ノ
計
画
」
を
立
て
る
。
桜
や
バ

ラ
の
苗
木
を
植
え
れ
ば
、
何
年

か
後
に
は
一
面
に
山
間
に
咲
き

乱
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
大

ラ
ン
（
不
測
の
事
態
に
備
え
た

計
画
）
が
用
意
さ
れ
て
い
な

い
。
震
災
の
復
興
に
お
い
て

は
、
そ
の
多
く
が
市
民
の
無
償

の
行
為
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て

い
る
。
復
興
の
主
体
は
政
策
で

は
な
く
、
人
の
絆
で
あ
る
。
村

上
さ
ん
の
活
動
は
そ
う
訴
え
て

を
し
て
い
る
者
に
し
か
知
り
得

な
い
貴
重
な
経
験
を
教
授
い
た

だ
い
た
。

　

災
害
支
援
の
本
質
は
声
な
き

者
の
声
を
い
か
に
行
政
に
届
け

る
か
に
あ
る
。
阿
部
さ
ん
は
そ

の
一
点
に
活
動
を
絞
っ
て
い

る
。
仮
設
住
宅
や
復
興
住
宅
に

山
積
し
て
い
る
、
行
政
が
拾
え

な
い
様
々
な
陳
情
の
一
つ
ひ
と

つ
を
丁
寧
に
傾
聴
し
て
、
関
連

機
関
と
協
力
し
て
解
決
方
法
を

模
索
し
て
い
る
。

　

横
浜
市
か
ら
定
期
的
に
被
災

地
の
在
宅
訪
問
診
療
を
し
て
い

る
岩
井
亮
先
生
に
も
お
会
い
し

た
。
現
状
の
医
療
制
度
で
は
例

え
善
意
で
あ
っ
て
も
、
被
災
地

で
医
療
行
為
を
行
う
の
は
困
難

を
要
す
る
。
多
く
の
批
判
に
さ

久
保
さ
ん
は
考
え
た
。
大
久
保

さ
ん
宅
に
は
海
外
の
取
材
ク
ル

ー
や
大
学
の
研
究
機
関
が
よ
く

訪
れ
る
。
汚
染
さ
れ
た
土
地
に

住
み
続
け
る
姿
に
、
訪
れ
た
も

の
は
何
を
投
影
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

　

奉
仕
と
は
、
報
酬
を
求
め

ず
、
ま
た
他
の
見
返
り
を
要
求

す
る
で
も
な
く
、
無
私
の
労
働

を
行
う
こ
と
を
い
う
。
震
災
支

援
に
お
け
る
人
々
の
取
り
組
み

は
奉
仕
の
枠
組
み
を
超
え
た

「
助
け
合
い
」「
お
互
い
様
」

地
域
の
共
同
体
意
識
か
ら
発
生

し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
端

を
発
す
る
「
慈
善
」（charity

）

と
い
う
考
え
方
と
は
異
な
る
。

震
災
に
対
す
る
東
北
の
方
の
無

常
観
、
共
同
体
意
識
か
ら
発
す

る
「
助
け
合
い
」
の
精
神
、
こ

れ
ら
の
清
廉
な
思
想
を
震
災
支

援
の
現
場
か
ら
は
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
。
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
保
険
医
協
会
に
感
謝
を
申

し
上
げ
た
い
。

は
岩
手
県
田
野
畑
村
に
あ
る
宝

福
寺
。
２
０
１
５
年
９
月
19
日

に
ご
逝
去
さ
れ
た
、
元
開
拓
保

健
師
・
岩
見
ヒ
サ
さ
ん
の
３
回

忌
に
、
偲
ぶ
会
が
執
り
行
わ
れ

て
お
り
、
お
参
り
を
し
た
。
岩

見
さ
ん
は
、
か
つ
て
同
村
に
持

ち
上
が
っ
た
原
発
招
致
計
画
の

反
対
運
動
を
先
導
さ
れ
た
。
多

額
の
補
償
金
に
も
揺
れ
る
こ
と

な
く
、
原
発
招
致
に
反
対
を
貫

い
た
人
生
を
村
で
全
う
さ
れ

た
。
３
年
前
の
訪
問
時
、
直
接

お
話
を
お
聞
き
し
た
が
、
ヒ
サ

さ
ん
の
一
貫
し
た
生
涯
は
や
は

り
す
ご
く
偉
大
な
功
績
だ
っ
た

ん
だ
と
、
思
い
を
新
た
に
し

た
。

　

そ
の
後
、
宮
古
市
で
水
産
加

工
会
社
・
三
陸
海
風
を
経
営
す

る
山
口
隆
志
様
か
ら
、
今
年
の

不
漁
の
実
情
を
お
聞
き
し
た
。

漁
業
は
、
岩
手
県
や
宮
城
県
で

も
、
深
刻
な
不
振
が
今
年
の
特

徴
で
あ
る
と
い
う
。

　

次
に
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で

は
、
仮
設
住
宅
・
水
梨
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
住
宅
集
会
所
を
訪
問

し
て
、
現
状
を
お
聞
き
し
た
。

横
浜
市
か
ら
定
期
的
に
訪
問
し

て
、
入
居
者
の
健
康
を
見
守

る
、
緩
和
ケ
ア
専
門
医
の
岩
井

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
見
落

と
さ
れ
た
、
報
道
さ
れ
な
い
現

実
と
似
通
っ
た
、
詳
細
な
お
話

に
は
、
今
後
の
問
題
が
山
積
み

だ
っ
た
。
医
師
不
足
な
ど
日
本

中
に
潜
在
し
て
い
る
問
題
が
、

明
ら
か
に
被
災
地
で
は
強
く
顕

在
化
し
て
き
て
い
る
。

　

３
日
目
は
、
福
島
県
保
険
医

協
会
理
事
長
・
松
本
純
先
生
と

事
務
局
長
・
井
桁
さ
ん
が
、
福

島
県
飯
館
村
を
案
内
し
て
く
だ

さ
っ
た
。

　

３
日
間
を
通
し
て
、
被
災
地

の
真
実
が
ど
ん
ど
ん
報
道
さ
れ

な
く
な
り
、
兵
庫
協
会
や
保
団

連
、
被
災
３
県
の
保
険
医
協
会

が
、
今
後
も
交
流
を
深
め
つ

つ
、
記
録
を
公
開
し
て
、
世
界

中
に
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
感
じ
た
。
絶
対
に

他
人
ご
と
で
済
ま
な
い
。

　

そ
し
て
、
医
療
運
動
と
し

て
、
政
府
や
自
治
体
に
請
願
し

て
い
く
こ
と
も
必
要
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
全

国
規
模
で
潜
在
化
し
見
落
と
さ

れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。
今
後

も
、
必
ず
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
伝

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
節
目
で
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催
も
必
要
と
思
う
。
特
に
松

本
先
生
に
は
、
機
会
が
あ
れ

ば
、
兵
庫
協
会
に
来
て
い
た
だ

い
て
講
演
も
お
願
い
し
た
い
。

　

被
災
地
物
産
展
の
定
期
開
催

も
、
今
ま
で
以
上
に
効
果
的
で

か
つ
被
災
地
と
の
交
流
が
身
近

と
な
る
。

　

あ
と
３
年
半
で
、
東
日
本
大

震
災
は
被
災
10
年
を
迎
え
る
。

全
て
の
記
録
を
書
物
に
す
る
こ

と
も
、
政
府
へ
の
直
訴
に
は
有

効
と
思
う
。
被
災
者
の
苦
し
み

を
公
開
し
、
交
流
を
発
信
す
る

だ
け
で
は
、
上
か
ら
目
線
で
、

人
権
を
共
有
し
て
い
る
と
は
い

え
な
い
。
開
業
医
の
団
体
だ
か

ら
こ
そ
、
全
国
民
に
知
っ
て
い

た
だ
き
、
医
療
運
動
対
策
と
し

て
、
ど
ん
な
政
府
で
あ
ろ
う

が
、
訴
え
て
い
く
こ
と
が
可
能

と
な
る
。

　

被
災
10
年
に
は
、
被
災
３
県

と
保
団
連
と
兵
庫
協
会
が
先
導

し
て
、
大
き
な
事
業
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
で
、
後
世
に
受
け

継
い
で
い
か
れ
る
も
の
と
強
く

信
じ
て
や
ま
な
い
。

　

毎
日
地
元
で
懸
命
に
歯
科
医

療
に
従
事
す
る
こ
と
が
、
被
災

地
医
療
貢
献
に
つ
な
が
り
、
根

深
い
問
題
点
を
顕
在
化
さ
せ

て
、
医
療
運
動
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
信
じ
て
い
る
。

　

さ
っ
そ
く
、
明
日
か
ら
と
言

わ
ず
、
今
日
か
ら
輝
け
る
医
療

従
事
者
に
な
り
た
い
。
被
災
地

訪
問
に
参
加
の
機
会
が
あ
る
な

ら
ば
、
地
元
医
療
と
両
立
さ
せ

て
、
可
能
な
限
り
参
加
し
た
い

と
心
に
誓
っ
た
。
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
け
る
兵
庫
協
会
に
は
、

常
に
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
続

け
て
い
る
こ
と
を
、
最
後
に
申

し
伝
え
た
い
。

亮
先
生
と
も
お
会
い

し
た
。

　

さ
ら
に
、
入
居
者

の
自
立
支
援
を
サ
ポ

ー
ト
し
、
市
役
所
等

の
公
的
相
談
場
所
と

の
架
け
橋
と
な
っ
て

い
る
、
兵
庫
協
会
と

の
交
流
も
５
年
目
を

迎
え
る
村
上
充
さ
ん

と
お
会
い
し
、
塩
釜

市
や
気
仙
沼
市
で
活

動
す
る
「
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
サ
ポ
ー
ト
響
」

代
表
の
阿
部
泰
幸
さ

ん
と
懇
談
し
た
。

仮設住宅集会所で、入居者の医療サポートを行
う村上充氏（左２人目）、阿部泰幸氏（奥左端）
と懇談　　　　　　　　　　　　　　　　　　

福島県飯舘村に暮らし、花を植え続ける大久保
金一さん（左５人目）。大久保さんが育てたバラ
を囲んで記念撮影　　　　　　　　　　　　　

被
災
地
を
通
し
て
見
え
る
課
題

改
善
の
運
動
大
き
く

声
な
き
声
を
届
け
る
仕
事

 

理
事　
　

白
岩　

一
心

 

評
議
員　
　

林　
　
　

功

まずはお気軽にお問い合わせください　☎078－393－1805 融資部・有本まで

保険医のための「住宅ローン」が始まりました！

京都銀行提携融資制度のご案内

変動0.55％　　固定0.8％
（11月1日現在の金利）

（10年固定の場合）

使　途　 本人、ご家族の住宅の新築・購入、増改築、修繕、宅地、他の
金融機関からの借り換え

対　象　医科会員（申込時に満65歳以下）　
条　件　勤務医は給与振込先指定（開業医は条件なし）
限度額　１億円以内
期　間　２年以上35年以内

融資部より

被災地の今の課題みつける被災地の今の課題みつける
東日本大震災　被災地訪問レポート東日本大震災　被災地訪問レポート
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参 加 記
　

保
団
連
は
10
月
21
日
・
22
日
に
、
公
害
視
察
会
を
開
催
。
全
国

19
の
協
会
・
医
会
か
ら
45
人
が
参
加
し
、
新
潟
県
の
東
京
電
力
柏

崎
刈
羽
原
発
を
訪
れ
た
。
兵
庫
協
会
か
ら
、
加
藤
擁
一
・
森
岡
芳

雄
・
川
西
敏
雄
各
副
理
事
長
、
白
岩
一
心
理
事
、
坂
口
智
計
評
議

員
が
参
加
し
た
。
坂
口
智
計
評
議
員
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　

今
回
の
公
害
視
察
会
は
、
日

常
で
は
絶
対
に
行
け
な
い
現
地

に
赴
き
、
実
際
に
原
発
施
設
に

出
入
り
す
る
方
々
と
討
論
す
る

場
を
設
け
て
い
た
だ
い
た
り
し

て
、
大
変
有
意
義
な
２
日
間
で

し
た
。

　

１
日
目
は
、
新
潟
県
が
設
置

し
た
「
新
潟
県
原
子
力
発
電
所

の
安
全
管
理
に
関
す
る
技
術
委

員
会
」
の
委
員
を
務
め
る
新
潟

大
学
名
誉
教
授
の
立
石
雅
昭
氏

か
ら
、
新
潟
県
の
技
術
委
員
会

で
行
わ
れ
て
い
る
福
島
原
発
事

故
の
検
証
に
つ
い
て
の
講
演
を

聞
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
原
発
反
対
の
運
動
を

続
け
て
き
た
新
潟
協
会
の
本
間

保
先
生
か
ら
柏
崎
刈
羽
原
発
を

巡
る
地
元
の
反
対
運
動
の
経
過

を
教
え
て
い
た
だ
き
、
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
現
地
へ
の
視
察
で

し
た
。
バ
ス
の
中
で
原
発
と
周

囲
の
状
況
に
つ
い
て
、
本
間
先

生
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
な
が

ら
、
15
分
程
度
で
原
発
の
Ｐ
Ｒ

館
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

は
Ｔ
Ｅ
Ｐ
Ｃ
Ｏ
（
東
京
電
力
が

設
立
し
た
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
カ

ン
パ
ニ
ー
）
の
広
報
担
当
の
方

が
、
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
な
が

ら
、
い
か
に
原
発
の
安
全
対
策

を
行
っ
て
き
た
か
を
Ｐ
Ｒ
さ
れ

ま
し
た
。

　

約
６
８
０
０
億
円
を
投
入

し
、
不
測
の
事
態
に
備
え
な
ん

と
常
時
40
数
台
の
消
防
車
を
場

内
に
待
機
さ
せ
、
電
源
車
も
10

数
台
保
有
し
、
特
殊
な
超
巨
大

ポ
ン
プ
車
も
保
有
し
て
い
る
と

誇
ら
し
げ
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

10
ｍ
も
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
潮

堤
を
張
り
巡
ら
せ
、
福
島
ク
ラ

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
い
よ
い
よ
原
発
施

設
の
見
学
に
向
か
い
ま
す
。
非

常
に
広
大
な
敷
地
内
に
は
原
発

が
１
号
機
か
ら
７
号
機
ま
で
あ

り
ま
す
。
バ
ス
の
車
窓
か
ら
見

え
る
施
設
周
囲
は
、
有
刺
鉄
線

で
厳
重
に
囲
わ
れ
て
お
り
、
出

入
り
口
で
は
車
内
を
厳
重
に
チ

ェ
ッ
ク
さ
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か

30
分
く
ら
い
で
し
た
が
、
車
内

か
ら
見
学
で
き
ま
し
た
。

　

大
雨
の
中
、
消
防
車
な
ど
が

さ
び
付
い
て
き
て
い
る
感
は
否

め
ず
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
こ

の
消
防
車
は
大
丈
夫
な
の
か

な
？
と
少
し
ば
か
り
心
配
も
し

な
が
ら
眺
め
て
お
り
ま
し
た
。

　

結
局
、
徒
歩
で
の
建
屋
内
へ

の
入
場
は
一
切
許
さ
れ
ず
、
バ

ス
の
中
か
ら
の
見
学
と
な
り
、

写
真
撮
影
も
一
切
禁
止
と
の
こ

と
で
、
私
の
雑
多
な
感
想
し
か

お
伝
え
で
き
な
い
の
が
非
常
に

残
念
で
す
。

　

一
方
、
建
屋
の
反
対
側
に
は

下
請
け
の
人
た
ち
が
働
い
て
る

建
物
が
あ
り
、
３
０
０
０
人
ほ

ど
が
働
い
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
過
疎
の
地
域
に
と
っ
て

は
大
変
魅
力
的
な
雇
用
先
で
あ

ろ
う
と
感
じ
ま
す
。

　

資
源
の
少
な
い
日
本
に
と
っ

て
世
界
中
で
資
源
の
奪
い
合
い

が
起
こ
る
中
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

確
保
の
た
め
に
原
発
を
使
い
続

け
る
必
要
が
あ
る
と
説
く
人
も

い
ま
す
。
し
か
し
、
巨
額
の
費

用
と
多
く
の
人
員
が
か
か
る
こ

の
設
備
が
生
み
出
す
の
は
、
処

理
に
何
万
年
も
か
か
る
よ
う
な

放
射
性
廃
棄
物
ば
か
り
で
、
良

い
も
の
と
は
到
底
思
え
ま
せ

ん
。

　

こ
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
の

巨
大
な
流
れ
を
食
い
止
め
る
こ

と
は
と
て
も
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
一
人
で
も
多
く
現
地
に
行

き
、
肌
で
感
じ
て
、
周
囲
に
原

発
の
こ
と
を
伝
え
続
け
る
こ
と

が
肝
心
か
と
思
い
ま
す
。

　

カ
ネ
ミ
油
症
の
被
害
者
や
支

援
者
で
つ
く
る
カ
ネ
ミ
油
症
被

害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
は
10

月
14
日
、
高
砂
市
内
で
「
カ
ネ

ミ
油
症
と
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
を
考
え

る
集
い
in
高
砂
」
を
開
催
し

た
。
全
国
か
ら
約
40
人
が
参
加

し
た
。
保
団
連
・
協
会
は
２
０

０
９
年
の
公
害
視
察
会
で
、
被

害
者
の
多
い
長
崎
県
・
五
島
列

島
を
訪
問
、
各
地
の
被
害
者
の

健
診
活
動
に
協
力
す
る
な
ど
、

カ
ネ
ミ
油
症
被
害
者
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

　

カ
ネ
ミ
油
症
は
、
１
９
６
８

年
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ

ェ
ニ
ー
ル
）
お
よ
び
そ
の
製
造

過
程
で
副
産
物
と
し
て
生
成
し

た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
を
含
ん
だ

ラ
イ
ス
オ
イ
ル
を
食
し
た
こ
と

に
よ
り
、
西
日
本
一
帯
で
発
生

し
た
食
中
毒
事
件
。
事
件
か
ら

50
年
近
く
経
つ
が
、
現
在
も
多

く
の
患
者
が
全
身
倦
怠
感
や
し

び
れ
な
ど
に
苦
し
ん
で
い
る
。

　

カ
ネ
ミ
油
症
の
原
因
と
な
っ

た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
鐘
淵
化
学
工
業

（
現
カ
ネ
カ
）
の
高
砂
市
の
工

場
で
製
造
さ
れ
た
。
現
在
は
回

収
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｂ
の
処
理
を
行
っ

て
お
り
、
高
砂
西
港
沖
に
は
Ｐ

Ｃ
Ｂ
汚
泥
の
盛
り
立
て
地
が
あ

る
。
参
加
者
は
、
集
い
開
催
前

に
盛
り
立
て
地
を
見
学
し
た
。

　

集
い
で
は
、
地
元
・
高
砂
の

参
加
者
か
ら
、
カ
ネ
カ
の
Ｐ
Ｃ

Ｂ
に
よ
る
土
壌
汚
染
へ
の
反
対

運
動
を
行
っ
た
経
験
が
語
ら
れ

た
。
全
国
か
ら
参
加
し
た
被
害

者
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
に
苦

し
ん
だ
経
験
、
同
じ
食
事
を
し

た
の
に
皮
膚
症
状
の
有
無
で
認

定
さ
れ
な
い
家
族
が
い
る
こ

と
、
子
や
孫
も
同
様
の
症
状
で

苦
し
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
を
切

々
と
語
っ
た
。

ス
の
津
波
が

来
て
も
大
丈

夫
だ
と
力
説

さ
れ
、
国
の

許
認
可
が
下

り
れ
ば
、
い

つ
で
も
再
稼

働
で
き
る
体

制
に
あ
る
と

の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
設

備
に
投
資
す

る
だ
け
で
な

く
、
作
業
員

も
増
や
し
て

協会共済部☎078‒393‒1805

年末･年始に保険医年金で
資金調達される方へ 　　

　

年
末
年
始
に
、
保
険
医
年
金

の
融
資
や
解
約
一
時
金
を
ご
利

用
の
先
生
は
、
お
早
め
に
協
会

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 解

約
一
時
金

　

年
内
に
解
約
一
時
金
が
必
要

な
場
合
は
、
書
類
を
12
月
14
日

（
木
）
必
着
で
お
送
り
く
だ
さ

い
。
な
お
、
年
末
と
年
始
の
２

回
に
分
け
て
解
約
さ
れ
る
と
税

対
策
上
有
利
で
す
。

年
金
融
資

●

年
末
に
資
金
が
必
要
な
場
合

申
込
締
切　

12
月
19
日（
火
）

実
行
日　

12
月
29
日（
金
）

●

年
始
に
必
要
な
場
合

申
込
締
切　

12
月
19
日（
火
）

実
行
日　

１
月
5
日（
金
）

歯科保険請求

94

〈咬合調整〉
（９歯まで40点、10歯以上60点）

◆『平成28年度個別指導（歯科）における主な指摘事項』
 近畿厚生局HPより抜粋⑧◆

保
団
連
公
害
視
察
会（
新
潟
県
柏
崎
刈
羽
原
発
）

膨
大
な
費
用
が
か
か
る
原
発

動
か
す
必
要
は
あ
る
か
？

評
議
員　
　

坂
口　

智
計

PR館で原発の構造について説明を受ける参
加者。奥に見えるのは核燃料棒の模型

Ｑ　咬合調整の算定要件は四つの項目に
ついて同一初診内１回に限りの算定か。
Ａ　その通りです。下記の四つそれぞれ
の項目について同一初診内１回に限りの
算定となります。
　協会は、鉤歯削合など同一初診内で設
計が変更になる場合も算定できない不合
理があり、必要に応じて咬合調整を算定
できるよう改善を求めています。
① 歯周炎または歯ぎしりの処置のため
に、歯の削合を行った場合。病名：

【歯内療法】
≪根管充填≫
①根管充填を含む一連の根管治療の費用
の算定について、実際の根管数に基づい
ていない不適切な例が認められたので改
めること。
②根管充填において、電気的根管長測定
検査または歯科エックス線撮影を実施し
ていない不適切な例が認められたので、
的確な診断を基に適切な治療を行うこ
と。
≪加圧根管充填処置≫
①算定要件を満たしていない加圧根管充
填処置を算定していたので改めること。
・ 適切な加圧根管充填が行われていない
例が認められた。

・ 根管充填後に歯科エックス線撮影で根
管充填の状態を確認していない例が認
められた。

・ 根管充填後に撮影した歯科用エックス
線フィルムが根管充填の確認に利用で
きない例が認められた。

・ 根管充填後に撮影した歯科用エックス
線フィルムを保存していないため、気
密な根管充填処置が確認できない例が
認められた。

②加圧根管充填処置について、実態とし
て算定要件を満たす根管充填を行った根
管数と算定した所定点数に対応する根管
数が一致していない不適切な例が認めら
れたので、適切な算定を行うこと。

「Ｐ」、「Brx」
② 過重圧を受ける歯の切縁、咬頭の過高
部または他院製作の金属歯冠修復物等
の過高部を削除した場合。 病名：
「Mal」、「歯牙鋭縁」、「MC過高」

③ 新たな義歯製作または義歯修理（鉤等
の追加）の際に、鉤歯と鉤歯の対合歯
をレスト製作のために削除した場合。
病名：「Mal」（対合歯）、「MT」、「義歯
ハセツ」

④ 歯周組織に咬合性外傷を起こしている
とき、過高部の削除に止まらず、食物
の流れを改善し歯周組織への為害作用
を極力阻止するため歯冠形態の修正を
行った場合、または舌、頬粘膜の咬傷
を起こすような場合に、歯冠形態修正
（単なる歯削合を除く）を行った場
合。 病名：「咬合性外傷」、「Ｐ、
Mal」、「Mal、咬傷」。（カルテに歯冠形
態の修正理由、修正箇所等を記載する）

カネミ油症被害の経験を交流

カネミ油症とPCB汚染を考える集いin高砂

カネミ油症被害者支援センターが開催・協会も支援

被害者の苦しみ語り合う
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秋の共済制度普及 好評受付中！

お問合せは共済部まで　０７８-３９３-１８０５

団体定期
生命保険

保険の見直しに効きます。ネット生保と比べてみてください
格安の保険料と
高配当が魅力です！

過去８年平均46％配当
■ 毎年高配当を維持

■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者も1000万円のセット加入

■ 医師による診査はありません
■ ライフプランに合わせていつでも
　増額･減額できます
■ 最長75歳まで保障

割安な掛金が満期まで
上がりません！

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を払っていませんか？

１．最長75歳まで730日の充実保障
２．掛け捨てではありません
３．弔慰・高度障害給付あり
４．自宅療養、代診をおいても給付

５．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
６． 妊娠･出産に起因する併発病、
帝王切開も給付

７．他制度の給付に関係なくお支払い

団体割引きの所得補償保険と医師賠償責任保険、
自動車保険、 火災保険もご利用ください。

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険

休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度

（６）第１８６２号２０１７年(平成２９年)１１月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

－713－ 鹿児島大学大学院　心身内科学分野教授
鹿児島大学病院　漢方診療センター長 乾　　明夫先生講演

六君子湯の作用機構
―グレリンを中心に―

六君子湯の有用性
　漢方薬の中でも、「虚証」に対して用
いられてきたものは多く、六君子湯はそ
の代表的な薬剤であり、主として消化器
症状の改善に用いられてきた。六君子湯
は、陳皮、人参、蒼朮・白朮、甘草、茯
苓、半夏、生姜、大棗の８種類の生薬よ
り構成される。『万病回春』には「脾胃
虚弱、飲食少しく思い、或いは久しく瘧
痢を患い、もしくは内熱を覚え、或いは
飲食化し難く、酸を作し、虚火に属する
を治す」という内容が記されている。白
朮に代えて蒼朮を使用したのは江戸時代
で、日本の創方であり、利水作用が強い
と考えられてきた。六君子湯は、機能性
ディスペプシア（FD）や胃食道逆流症
（GERD）、胃がんをはじめとする消化
器がん術後やがん化学療法に伴う食欲不
振など、消化器領域で汎用されてきた
（表）。

グレリン分泌を促進
　六君子湯はグレリンの放出を促進する
ことにより、食欲や消化管運動に好影響
を与えることが報告された。悪液質モデ
ル動物において、六君子湯の投与は低下
したグレリン分泌を増加し、摂食量や体
脂肪量、骨格筋量の減少を改善した。六
君子湯はさらに、悪液質モデルの寿命を
延長させることが報告された。六君子湯
の構成生薬のうち、陳皮に含まれるフラ
ボノイドにグレリン分泌促進作用が認め
られ、一方、蒼朮に含まれるアトラクチ
ロジンが、グレリン受容体の感受性を亢
進させる（デュアルアクション、 図
１）。グレリンはアシルグレリンとして
分泌された後、血中のエステラーゼによ
ってただちにデスアシルグレリンに代謝
されるが、六君子湯はこの酵素を阻害し
てアシルグレリンの半減期を延長する。

これらもグレリン作用の増強効果をもた
らす。グレリンを介する六君子湯の作用
は、臨床的にも確認されている（表）。

カロリー制限と健康寿命延長
　近年、健康寿命延長に関して研究の進
展が認められ、カロリー制限（Caloric 
restriction）の効果が注目されている。
カロリー制限をすると、線虫からハエ、
ネズミ、サルを含めた多くの種におい
て、健康寿命が延長することが確認され
ている。われわれはこのカロリー制限の
メカニズムに、グレリンシグナリングが
深く関わると考え、病的老化マウスであ
るKlotho（クロトー）欠損マウス、SAM
（サム）P８マウスおよび正常老化マウ
スであるICRマウスに六君子湯を長期投
与し、その影響を検討した。クロトーは
カルシウム代謝に深く関与し、クロトー
欠損マウスは短命で異所性石灰化などの
早発性老化の表現型を呈する。またサム
は、老化徴候を有するマウスの交配によ
り樹立され、P８は学習・記憶障害、免
疫機能不全、概日リズムの異常などを呈
する。六君子湯は、これら老化マウスの
脳内活性化ミクログリアの低下、心筋の
萎縮や石灰化の低下、行動リズムや学習
記憶の改善など、健康寿命延長に寄与す
ることが確かめられた。これらの老化マ
ウスでは、血中グレリンは高いもののそ
の情報が伝わらないグレリン抵抗性の状
態にあり、六君子湯がグレリン受容体を
活性化することにより、最終的にサーチ
ュイン１を介し、その作用を発現させた
ものと考えられた（図２）。
　以上のごとく、六君子湯は消化器症状
の改善に、付加価値として健康寿命延長
作用が期待され、消化器症状を有する症
例に早期から試みられるべきであろう。
（10月７日、西宮・芦屋支部研究会よ
り、小見出しは編集部）

表　六君子湯の奏功疾患

図１　六君子湯のグレリンへのデュアルアクション

図２　六君子湯の付加価値としての健康寿命延長効果

対象疾患（症状） 概　要 引用論文

FD
（機能性ディスペ
プシア）

プラセボを対照とした、三つの二重
盲検比較臨床試験（DBT） におい
て、FDの諸症状に対する有効性が示
されている。

・Tatsuta M, et al. Aliment Pharmacol Ther 1993
・原澤 茂ほか．医学のあゆみ1998
・Suzuki H, et al. Neurogastroenterol Motil 2014

GERD
（逆流性食道炎）

ランダム化比較臨床試験（RCT）に
おいて、PPIへの追加投与による有効
性ならびにDBTにおいて、高齢者や
女性に対する有効性が示されている。

・Tominaga K, et al. J Gastroenterol 2012
・Tominaga K, et al. J Gastroenterol 2014
・Sakata Y, et al. BMC Gastroenterol 2014

がん化学療法時の
諸症状

RCTにおいて、がん化学療法時の食
欲不振、悪心・嘔吐等に対する有効
性が示されている。

・Ohno T, et al. Clin Exp Gastroenterol 2011
・Seike J, et al. Int J Surg Oncol 2011
・Oteki T, et al. Exp Ther Med 2016

術後の諸症状
RCTやコホート研究において、術後
の消化器症状およびQOLに対する有
効性が示されている。

・Takahashi T, et al. World J Surg 2009
・Takiguchi S, et al. Gastric Cancer 2013
・Gunji S, et al. J Surg Res 2013
・Nakamura M, et al. J Surg Res 2016

高齢者の食欲不振
６例を対象とした臨床研究におい
て、認知症高齢患者にみられる食欲
不振に対する有効性が示されている。

・Utsumi Y, et al. Psychogeriatrics 2011

乳児GERD
24時間PHモニタリング、胃排出試験
にて、乳児のGERDの食道クリアラン
ス改善効果、胃排出改善効果が認め
られた。

・Kawahara, et al. Pediatr Surg Int 2007
・Kawahara, et al. Pediatr Surg Int 2009
・Otake K, et al. Pediatr Int 2015

老化

グレリン
抵抗性

六君子湯
アトラクチロジングレリン

健康寿命の延長

カロリー制限

cAMP

視床下部 GHS-R1a

p-CREB
p-AMPKPKA

SIRT1CRE受容体
活性化

SIRT1
活性増加

ミクログリア
活性化抑制

炎症・細胞死
抑制

（Fujitsuka N, et al. Mol Psychiatry. 2016より改変、引用）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで

文化部企画

　年末の恒例の「蕎麦打ち体験」。企画当初より指導いただいていた故・福田俊明
先生のご遺志を継ぎ、昨年より企画名を「手打ち福寿庵」として再出発しました。
ぜひご参加ください。今年も、講師が打った蕎麦はその場でお召し上がりいただき
ます。ご自身が打たれた蕎麦は、お持ち帰りの上ご堪能ください。
日　時　12月３日（日）10時～14時
会　場　神戸市生涯学習支援センター（コミスタ神戸／三宮駅から徒歩15分）
定　員　40人（事前申込順）　体験料　大人1500円、子ども500円
指　導　（社）全麺協講師陣　
※持ち物はエプロン、タオル、バンダナ等。参加者には改めて詳細をご案内します

蕎麦打ち体験
～手打ち 福寿庵～


